
（3）生きがいを感じる時について
生きがい（生きていることの喜びや楽しみを
実感すること）を感じるのはどのような時かを
聞いたところ、日本、ドイツ、スウェーデンは
「子供や孫など家族との団らんの時」、アメリカ

では「友人や知人と雑談している時」と回答し
た割合がそれぞれ最も高かった。
前回調査と比較すると、ドイツでは「友人や

知人と雑談している時」、「収入があった時」と
回答した割合が増加している（図1－3－3）。

図1－3－3 　生きがいを感じる時
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資料：内閣府「高齢社会対策総合調査（高齢者の生活と意識に関する国際比較調査）」
（注1）「趣味やスポーツに熱中している時」の前回調査における数値は「趣味に熱中している時」と「スポーツに熱中している時」の選択肢を

合算している。
（注2）今回調査「友人や知人と雑談している時」と前回調査「友人や知人と食事、雑談している時」の選択肢で比較している。
（注3）複数回答

2　就労について

（1）収入を伴う仕事をしたいと思うか
今後収入を伴う仕事をしたいと思うか（今後
も収入を伴う仕事を続けたいと思うか）を聞い
たところ、日本を除く国の7割以上が「収入を
伴う仕事をしたくない（辞めたい）」と回答し
ている。

一方、「収入を伴う仕事をしたい（続けたい）」
と回答した割合は日本39.0％、アメリカ
24.3％、ドイツ19.8％、スウェーデン19.1％と
なっている。
前回調査と比較すると、いずれの国において
も「収入を伴う仕事をしたい（続けたい）」と
回答した割合が横ばい又は増加している（図
1－3－4）。
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図1－3－4 　収入を伴う仕事をしたい（続けたい）と思うか
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資料：内閣府「高齢社会対策総合調査（高齢者の生活と意識に関する国際比較調査）」

（2）収入を伴う仕事をしたい主な理由
「収入を伴う仕事をしたい（続けたい）」と回
答した主な理由については、日本、アメリカ、
ドイツは「収入が欲しいから」、スウェーデン
は「自分の知識・能力を生かせるから」と回答
した割合がそれぞれ最も高くなっている。次に

高い回答割合となっているものを見ると、日本
とアメリカは「働くのは体によいから、老化を
防ぐから」、ドイツとスウェーデンは「仕事そ
のものが面白いから、自分の活力になるから」
となっている（図1－3－5）。

図1－3－5 　収入を伴う仕事をしたい主な理由
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資料：内閣府「高齢社会対策総合調査（高齢者の生活と意識に関する国際比較調査）」
（注1）「自分の知識・能力を生かせるから」は第10回のみ調査。
（注2）収入を伴う仕事をしたい（続けたい）と回答した人に対して質問。
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